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『スリランカ・ゴールの刊像

―ーー南アジア地方都市の社会史一--』

詞文舘 1990年 iv+J08•へさーージ

中村尚司
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スリランカは，小さな島国であな北海追の 8割位の

面積に，約17()()万人が住んでいる':巨大なインド文明と

比較するには，あ主りに小さな島であるが， 5(）万年前主

で遡れる考古‘学的な迎蹟があり，紀元前 3世紀以降は，

文字による記録が残されているしその歴史と文化は，駕

くほどの多様な側面を持，ー，て；、〖八

先住民族のウ t ッヽダ人は． 201礼紀に入ってか［，徐々

に．固有のは語と生活様式を失いつつある，しかし，他

の民放に受け継がれている文化‘直性は，無視できないも

のがある。現代の多数民朕であるシンハラ人の場合，キ

ャンディ法が適用される翡地シンハラ人と， ローマン・

ダッチ法が適用される低地ンンハ―l人とは，社会組織の

あり方が異なっている 少数民族の中で最大の勢力は，

タミル民族であるが，北部J+1と東部什Iに集住するスリプ

ンカ・タミル人と，フ。プンテーシコン労働者(!)インド・

タミル人とは，出自や文化が違＼ヽ，相互の交流が乏し＼＇っ

つ＼ヽで有力なマ，了，ッカラム人（ムーア人）には， イスラム

法が適用される C、彼らも東部朴IV)バノテイカロア県では

多数民族である。このほかコーロ、，パ系渡来人の子孫で

英語をは語とするラン／，一人（バーガーいゃ，ジャワ

邸か r) 移仕したマし~一人も、 1fi]'{i叫砂［文化を大切にし

て＼ヽ る。 2(）世紀初頭に中国の山東省地域から行商に来た

廂人たちも，華低から中1月系スリプンカ｝、，ヽど’菱祝しつ

つある。

小さな島国に，このように多様な民族が共介してきた

歴史は，南インドやアプブ世料どの交流と深く、結ひつ＼ ＼ 

ているとともに， 16111:紀に始まるボルトガル，すランダ

およびイギリスの柏民地Z配とも不Il]分である、そのた

め， さ主ざまな民放ll¥Jの社会的な1/¥l題が発生して．ヽる，

しかし，今Hil)ような形で，対立抗争がK期化し，人省｝
の死者と難民を出すのは， 1956年の公用，沿法の成立以来

のことであな多数民族のシンハラ人政党が交替で政権

『アジア経済』 XXXII-7(1991. 7) 

を担判し，少数民族のタミル人の不満が軍弔的な対決：こ

まで展開したのは， シンハラ語の公用語化によって，タ

ミル，；行を母語とする人々か不利益に扱われるようになっ

たからである（、シンハ・・9人の間でも，植民地都市コロン

ホが支配の中心地となったため，英語を使し、こなせず，

西洋文化に馴染めない地方都市や農村住民の不満も大き

＼ ＼し

こU)ような複雑な歴史的な背屎と仕会構成の研究は，

国民国家単位で十分に扱うことがてきな‘"＼形のうえで

は，公権力による仕民の統合が完成した上権国家， と＼ヽ

う外観を持つので， スリランカを単一の社会として研究

するい多民放社会の本質的な間題が抜け落ちてしま

ぅr アジアのIl1柏尺地における地域研究に付ぎまとう，

この難I\!.] を打 1開十るひとつの丈験的 ts. 方法として~，本内

の著行は古，•ヽ柏民地都市ゴールを取り上げ，社会史的な

田佼を描こうとしたのである 正統的な歴史研究ではな

し', 占典的な地誌の記述ではな＼ヽ， フィールド・ワーク

中心とは．＇、文， 人類‘t9．のモ Iグラフでもなし＼ 9) 人間の1『

丈で測れる地り都市の経験を手がかりに，アジア［士会を

卸iiだしようとする新し l， ＼方法である C

II 

本］籾），氾述は， 198:3年夏の都市暴動から始主る C セち

並ぶ商店街の一•区［山」が瓦礫の散乱と化している光殻，現

代が作り出した酸品な廃遥のサ真が，第 1章の「コール

までの冒頭に掲けられる，この緑動を）＃入部にお＇，ヽて，

都巾研究の方法：：：紅義が流かれる・,ながでも商党活動に

知，「ばを合わせて，都lli(＇）全体性に迫ろうとする意図が語

られる 商業は，合理的な経済活動の機能的な一分野に

ii主らは嶋＼， 商文によ．，て，地域社会はその外部から活

力を尊人ナる そして，一定の歴史的条件のもとで社会

統合ば強化され，ある＼ヽは混乱させられる。 だからこ

そ，商吃は祭りに直接的に奴かってし、るのである，商店

術ての聞ぎ取り瀾在の方法：：：ゴール市（「）概要が紹介され

るし

第 2;¥―街しつかたち 1の中心は．オランダ東インド会

社によ．，て築かれたフナートである．，城朋に囲まれた 7

てートは，交易のための根拠地であり，栢民地経常の五l

令部でもある， 17世紀から今日に到る主で，外国と (1)

交品はフナート内部で行なわれ，牛活必需品の忙買は，

プ寸ートの外部でなされて＇,ヽる．へ対外的な商業と対内的

な商業の形成が，場所的に明確に区別されている］f，1:

に，若者：芯L目ナる、そして対内的な商店街が，行商，
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週9|i，常設市，の延長線上に，加人lり燒界地で形成され

たことから，「諸共同体tl)果てる地 Iにh紅る商業括動

の特質を，都市の娯観かい，；．］しな取る，

筍 3章「さまざまな商',‘I ii:, 罰 j,コールだけでなく

闊辺農村にまで足をの9tl, 1}ii芯i,r,,Ji加）1視察を続ける，1

インド産衣料などの外国製品を扱う商人は， オランタや

人， イギリス人，ムスリム商人， 1ヤjイン 1、人などの，地

域住民とは異なる文化に屈する異人である 生鮮伐料品

が扱われる週市では，商人の異人性がいくぶん薄れる。

竹―行によれば` ，「もっとも 1Ll夕人に近‘vヽ牛鮒食料品を庇辺と

して，すべての商品は金糸IllI収立1［に収敏する」 (103ペ

ージ＼商品の商品である企細l装身且ぶ社会の外部

ヤ1＿を依徴し，都市と農村し「）t1会的詐離をきわだたせるの

である。

商人の異人性に杓目する著者は， 第4衣「商人の系

譜」で，オリという―FIMカースト出身の商人について，；洋

細に考察する伝統的な職業は，悪魔払いの｛義礼劇の踊

り子であり，土地なし労働者である。社会的にf)，'．しめら

れたカーストから，植民地都市ゴールを代表する商人が

登場する。 1862年生まれの々ニ-Tf・ホセである。彼の

糸図か， 7ページにわた，ご4</［に掲：tしれている。削

業--r,-の世代では，腕力や知）Jかti会関係を作り，孫の世

代では，資産や教育がt！会閃係を規定する。
第 5窄「H常生活」では，般り返し］）自明性の社会制

度が取り上げられる。記述の中心は土地制度と公教育で

ある。続く第6章「祭りと商人」では，・1lij章と対照的に

非日常的な儀礼に焦点が合わされ， ウエサクやポソンの

祭りを通して，表面から隠された仏教秩庁のもとでの，

古い拡大された社会を描ぎだす t1会し'),likh1である仏教

秩序が，非日常の事態に際して思、い出され，現状を批判

するl一義感覚として機能する， ．Jーしヽ ういである。

第7章「H常生活，ふたたひ ては， ll常的な経済生

話の疫貌と，儀礼劇，内乱．選平咋c1).)I!l常性とが，てぎ

わよく対比される。それを受けて，終章の「ナショナリ

ズムは昏迷する」では，ゴールにおけるナショナリズム

を同顧するとともに，都市様動と典村反乱の真只中に身

を置きながら，市場経済の関連性を観察する C 経済発展

と武装蜂起が，社会を危機に陥れる，好戦的かつ排外的

なナショナリズムに変貌する機枯を吟昧する C・

簡党が，社会にとって外部『Iてt;'：tうに，権力もそ
の始源において外部性でもり，＇ ji.なふ暴力である3 いち

とは正当化に成功した権力も商光活動In]I浚，状況が弯わ

れば，社会の上屑をおおう薄い！化にすぎないことを露呈

する。そして，本害は次の結論に到達する。「分裂する
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+ ／ 7 + 1)ぐムは露骨に権力の外部付を柊<c 権力の正

、'i（しに対する疑問を提出するのは都市である しかし．

疑間をりに＇菱貌するのは農村においてであふこのこと

は・・・経済発展のパターンに類似する (276ベージ）。

III 

農Ill漁村をフィールドとする調査研究には，長い歴史

と蓄積がある。文化人類学，法社会学，農業経済学など

の研究）j怯中村のフィールド・「J-＇1と切り離して考

ぇしれなし、：まどである。しかし，都巾をフィールドとす

る調在方法ふいまだ確立してし，tよし＼ C 全体itに到る道

は険しく，先達を探すことも容易ではない＇-数少ない先

逹のひどりである鶴見良行氏による『マラ，／力物語』が植

民地支配史を基軸にしているのに対して，本料の著者は，

商業活動を通じて地方都市を解明する方法を採用した。

商業活動の調査といっても，マーケティング・リサー

チなどとはまったく異なる。行商から外国貿易までの．

地方都市におけるあらゆる商業活動の歴史と現状を，丁

叩こ，，1月粁しなければならない。市場や商店街の景観から

人る特者のガ法は，いかにも人文地理芹的である。参与

観察のい｝；を重視する点は，人類学的である，、商人の系

喜を探るために，史料を集めてそのテキスト批判を行な

う作業ば，歴史学そのものである。しかしながら，終局

的な目標は，社会関係の特質を明らかにすることであ

る。本卦が社会史という副題を持つゆえんである。

このような方法での地方都市研究は，始まったばかり

であり，固有の方法を確立したとはいえない。いうまで

もたい本内はその先駆者的な試みであるし地方都市の

ti会，と的な研究の方法が，近代に特徴的な国民国家単位

の研究上りも，スリランカ社会の本質的な課題を正確に

杷握でざら といえるようになるためには，多くの課題

が残されている。著者の調査n体が， コロンぷの中央政
府に対抗して，南部地域に根拠地を築こうとする人民解

放戦線の反乱や，北部地域に「イーラム共和国」を築こ

うとするタミル解放運動をめぐる民族抗争に制約されて

いる。コロンボ政府と対決するこのような運動は，地方

都市ゴールを越えた広がりを持っている。

地方都巾り商業活動の解明か，、,,公権力が社会の外部

付でかることを明らかにするイ」―,ltit，しかしながら，著

者の方出")俊位性を如実に示している（、社会科学の他の

方広て：t扱いにくい難問に取り糾んた本，りは，地方の商

業から民旗1iり題に接近する近道か存在することを教え

てくれるのである。農村胄年の反乱や民族暴動の激化に
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ともなう， J|常湘態宜言下のゴール市におけるフィール

ド・ワークは，たひかさなる外出禁止令の布告も加わり，

生命の危険さえ感じる状況も少なくなかったであろうぃ

しかし，調査者にと・・9ての困難な状況は，商業の外部性

に関する研究を，権力（船力）の外部性の解明に西く契

機を与えたともいえる その意味では，好i附な状況であ

った。そのような困難ど好述とを，見＇ドに活かして，投

れた成果を上けた特者に敬応を}<した 1， 、

ス1)ランカに［古I打(J)用語に＇）し、て，気にた:表叫かし、

くつかあら版を改めるときに，検討し、たたければ，｝し、

であるc 泌J]0) | 1は，ホーヤ・ナィ (Hoya Day) では

なく，ボーヤ・テー (PoyaDay)とす，ミきてもろう (:{l

ベージ等）。 66ベージに「地方役場を入格的に表現する

書評

地方長1.＇［の公邸」とかるの： t, "di , "district office'ど“gov・

ern rnent agent のぶ語であり， 131)ページい「地方長宜」

ii, "assistant governmennt agent" assistant governmennt agent のぶ語と思 j)れ

るC スリ＂ンカ令島は， 25"districts"と28(）ぃ AGA行

政区に分かれる。前者り「地方役場」は県庁，「地方長

、if i t県知'llが適胄てもろう C 後者の地方長1¥:t, ゴル

-1!,I, (district)たけでも Iii地区に分かれる行政区の長で

あるため，郡長とでも成すべきであろう「 254ページに

ある軍｝くい：．i, 郡大臣の誤柏と思われる L，しかし， これ

it "district minister"の訳語であるため，県）、臣が適訳

であろ.-),

し［化谷｝、学紆，斉学部教授）
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